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国立極地研究所に期待する
和 達 清 夫
昭和48年9月29日,待望の国立極地研究所は誕生 した.
極地の観測 ・研究については,そ れまで国立科学博物館
内の極地研究センターで担当 し,その任務を果 して い
た.し かし,形式的にも実質的にも,これでわが国の極
地研究の基盤が確立 したといえる.こ の研究所の設立こ
そ今後長きに亘って,日本の,ひいては世界の,重要課題
である極地研究の力強い進展を約束するものと信ずる.
ここにいたった経過を回顧すれば,始 め日本学術会議
が,「国際地球観測年における南極地域観測への参加」を
政府に要望 したのは昭和SO年9月,同会議に南極特別委
員会が設立されたのは同年10月.そして第1次観測隊が
宗谷で東京港を出発 したのは昭和31年11月,そして第2,
第3次 と続けられる間に,昭 和33年4月及び35年5月に
学術会議は 「南極観測の継続実施」を政府に勧告 し,ま
た後者 と同時に,「極地研究所の設立」につ い て,昭 和
36年には再度このことについて勧告を行ってLlる.
これによっても,南極観測事業において,その中核と
もなるべき極地研究所の設立がいかに重要視されていた
かが了解 されよう.周知の如 く,南極観測は第6次 をも
って一旦中止 となり,昭和40年に再開され今日に及んで
いるが,再 開に関する昭和37年5月の学術会議の勧告を
はじめ,そ の後の学術会議の申し入れや総会の議事にお
いて,常 にこの極地研究所の設立が要望されて来たので
ある.
私事に亘って恐縮であるが,南極観測の当初か ら,南
極特別委員会や南極地域観測統合推進本部に関係 して来
た私にとって,わ が国の南極観測事業が,紆 余曲折はあ
ったが,と もか く今日まで内外に恥ずか しくない成果を
挙げつつ発展 して来たことを心から嬉 しく思う.と くに
昨年は第15次隊夏隊 と同行 して長年の希望であった南極
に行 く機会を与えられたことはその喜びを一層のものと
している.そ してここに,久 しく待望されて来た国立極
地研究所の発足を見,喜 びとともに感慨ひとしおのもの
を覚える.
さて,こ れで南極地域観測のわが国の体制は一応整っ
た.私 には,第6次 までを第i期 とすれば,極 地研究所
設立までを第2期,そ していま第3期 に入ったとい う感
がする.い よいよこれからが着実に内容豊かにわが国の
南極観測 ・研究を進展させなければならない.今や探検
的の時代は過ぎ,建設時代 というより地道な観測 ・研究
とともに整備充実の時代に入ったといえよう.
いま南極観測事業が抱えている問題は多い.研究面に
ついては,い ままでの評価高い業績を,そ の方向に発展
させるべきである.限 られた観測隊の規模を考えれば,
今後一層重点的に研究分野を定め計画的に行 うべきであ
ろう.定常観測については更に整正確実に継続すべきこ
とはいうまでもなく,施設の充実も大切 と思う.
一方に,輸送とい う大きな問題があり,これと関連 し
て夏隊を更に意義あらしめる方途を考える必要 が あ ろ
う.内陸に本格的基地を設けることを是非推進 したい.
基地におけるエネルギー問題,水 の問題,環 境の問題そ
の他検討すべきことはいろいろある.それらを含め,南
極事業の推進が,この研究所を中心として今後慎重に検
討 し実施 されることを期待する.
しかし,何 よりも大切なのは人である.こ の点につい
ては,私 の知る限 りにおいて今日までの観測隊員が皆よ
く親和協力 してそれぞれの任務をよく遂行されたことに
深い敬意を払う.釈迦に説法ながら,寺田寅彦博士の文
にある 「謙遜な心持で自然と人間を熟視 し・…・・」の一句
を南極観測隊に捧げることを許 されたい.
(筆者:元 気象庁長官,埼玉大学名誉教授,南 極地域
観測統合推進本部委員,日 本学士院長)
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南極観測隊便り
一第15次越冬隊の近況一
極 地 研 ニ ュ ー ス
南極の春をむかえた越冬隊は,昭 和基地 ・みずほ観測
拠点 ともに,基地の内外をあげてその活動は大いに活発
になってきた.しか し,きびしい南極の自然は順調に経
過 してきた第15次越冬隊に大きな試練を加えた事故があ
った.8月21日,みつほ観測拠点への輸送隊は,大型雪上
車2両 と共ez新鋭機D31プル トーザーを以て輩井隊員を
リーダーに,と っつき岬から南極大陸に登ろうとした時
のことだ.大陸への登路にさしかかった時雪の吹きだま
りにより難行 した大型雪上車を救援にむかったブル ドー
ザーは,沿 岸沿いに発生 している海氷上のクラックをふ
み破ってしまった.昭 和基地から緊急救援に来た人型雪
上車2両 を加え,基 地車輌の総力をあげてブル ドーザー
の救出にあたったが,そ の甲斐なく水深15米の海底に沈
んで しまった.幸 に人員に損傷はなく,同輸送隊は,再
び26日昭和基地を出発 した.そ してみずほ観測拠点で越
冬 していた五十嵐 井上,佐 藤三隊員は5ケ 月振 りに9
月9日 昭和基地に収容された.暫時の休養のうえ,前記
の三隊員を加えたサンダーコック調査隊,「Y」 ルー ト
調査隊は渡辺隊員を リーダーに再び春とはいえ寒気きび
しい内陸へと出発 し,来年の1月 まで内陸調査とみずほ
観測拠点における雪氷掘削作業に従事する予定である.
いっぽう,矢内,金子(信),小堺隊員 らはやまと山脈
へと10月下旬に昭和基地を出発 し,同 山域の地学調査,
明石採奴等に南極の夏を利用して,昭 和基地の南東及び
南西にあたる両地域において実施する野外調査には期 し
てまつべきものがあろう.
基地においては,本 年から1日に2回飛揚するラジオ
ゾンデによる高層気象観測,そ して第15次越冬隊の表看
板の一つである環境科学総合調査が,新装なった環境科
学棟 を中心に開始 され,着 実にその成果をあげている.
基地に残り指揮をとる村越越冬隊長のもとに,森脇,山
中,佐 野隊員らは沿岸地域において資料の採集に9月後
半期に海氷上を雪上車で行動 し,貴重なサ ンプルを数多
く入手 した.
米国のマクマー ド基地付近では8月 に海氷が流れ去っ
たとか,60年ぷ りの異変とつたえられている.昭和基地
の8月は雪ふ りの日が多 く,気温も高めであったが,9
月に入 り急激に春めいて陽ざしも強 くなったと村越隊長
はいってこい る.8月 には最低気温 一38.6℃を記録 した
が,こ れからは日1日 と日照時間ものび,基 地では越冬
生活の しめくくりに最 もいそがしい時に入った越冬隊員
は全員健康状態もよく,ペ ンギン,あ ざらしの訪れで知
らされる南極の夏を首を長 くして待っている.
一 第14次 隊(越 冬 隊)紀 行 一
(その一)
第14次南極 地 域 観 測隊 ・越 冬隊30名は,10名 の 夏 隊 員
と と もに,1972年11月25日,東京 港 を"ふ じ"で 出発,
オ ー ス トラ リア の フ リー マ ン トルに 寄 港 した の ち,1973
年1月1日,昭 和 基地 に 第1便 を飛 ば した.夏 期 の 基 地
建 設作 業 や野 外 調 査 をす べ て終 え た2月20日,第14次 隊
の越 冬成 立式 を 行 い,こ れ よ り,1974年2月まで の1年
間,昭 和 基地 で越 冬生 活 を過 ご した.
第14次越 冬 隊 に 課 せ ら れ た 課 題 は,非 常 に 多岐 に わ
た っ て い た.基 地 に おけ る定 常 ・研 究 観 測 は 言 うに 及 ば
ず,そ の他 の 主 な テ ー マ と しては,オ ー ロ ラ観 測用 ロケ
ッ ト7機 の打 ち上 げ,延 べ7か 月 に 及 ぶ 内 陸 調 査旅 行,
み ずほ 観 測 拠 点(昭 和 基 地 の 南 東 約250㎞ に あ る,前 進
基 地)に お げ る 越 冬観 測,地 理 ・地球 化 学 部門 の リュ
ツ ォー ホ ルム 湾 沿 岸 調 査,ま た,昭 和 基地 に お け る大 型
雪 上 車KD60型 の オー バー ・ホ ー ル 等 が挙 げ られ る.
これ ほ ど 多 面 的 な オペ レー シ ョンを 課 せ られ た 隊 は,
恐 ら く,14次隊 が 初 め て と言 え る の で は な い だ ろ うか.
従 来 の 隊 が 個 々に な して き た重 要 な 課 題 の ほ と ん どす べ
て を含 み,一 年 の 間 に 一 つ の隊 で 果 た さ な げ れ ば な らな
か っ たの であ る.限 られ た30名の越 冬隊 員 で,こ れ だけ
の課 題 を全 うす るた め に は,そ れ相 応 の有 機 的 な計 画 と
各隊 員 の幅 広 い 活 躍 が必 要 で あ っ た.14次 の越 冬生 活 は
一 言 で 言 って,仕 事 に追 わ れ た忙 しい一 年 で あ った が,
そ こは 歴代 の越 冬隊 の中 で も最 も若 い平 均 年 齢 を有 す る
隊 で もあ り,皆 が協 力 し合 い,若 さ と着 実 さ を持 って 努
力 し,与 え られ た仕 事 を す べ て順 調 に消 化 した.
以 ド14次隊 の 主 な成 果 と トピ ック ス の幾 つ か を簡 単 に
記 して み ょ う.
1オ ー ロラ観測用 ロケ ッ ト7機 の打ち上 げ
極 地 の空 を色 ど る オ ー ロ ラの"な ぞ"の 解 明 を 目的 と
した昭 和 基 地 に お け る ロ ケ ッ ト観 測 は,第11次 隊 に よる
テ ス ト ・フ ラ イ トに 続 き,12,13,14次隊 の3年 間,第
1期 計 画 と して,冬 期 打 上 げ の 本 格 観 測 が 行 わ れ た.
第14次隊 ロケ ッ ト班 は,第1期 観 測 の 最 終 年 度 を担 い,
7機 のS210JA型 ロケ ッ ト(最 高到 達 可能 高 度,130㎞)
をオ ー ロ ラめ が け て 発射,ロ ケ ッ ト飛 しょ う,と う載 計
器 に よ る各種 観 測 もす べ て正 常 で あ っ た.な かで も7機
の う ち2機 は,強 く 発光 して い る オ ー ロラ の 真 中 に突
入,オ ー ロ ラが 実際 に 発 光 し て い る領 域 内 で の電 子 密
度,電 場,磁 場,光 の強 さ等 の直 接 測定 に 成 功,貴 重 な
資料 を得 る こ とがで き た.
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II　内陸鯛査旅行
前 後7回,延 べ4,900㎞,約200日間 に わ た る南 極 大
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や ま と山脈 で の 測 度(内 陸 調 査)
陸 内 陸 調 査 を`'みず ほ 観 測拠 点",ま た,昭 和 基 地 の 南
西 約300㎞ に 位 置 す る`'や ま とlti脈"方面 に 行 い,雪
氷,気 象,地 磁 気,測 地,重 力,地 震,地 質 な どの 各 分
野 に わ た る総 合 調 査 を実 施 した.そ の間 の主 な成 果 と し
て は,や ま と山脈 か らみ ず ほ観 測 拠 点 に 向 っ て,約250
㎞ に わ た って,三 角鎖 測 蹴 に よっ て大 陸 氷 の流 動 測 定 を
行 った.そ の結 果,こ の地 域 に お け る大 陸 氷 は,最 も流
動 の 大 きな所 で一 年 間 に20m,平 均 と して は,15mの 動
き を 示 して い るこ とを確 め た.こ の よ うな 広 範 囲 な 領 域
で,き め細 か く大 陸 氷 の動 き を測 定 したの は,世 界 的 に
も例 が な く,南 極 大 陸 内 で の氷 の 動 きに 関 して大 きな 情
報 を得 た と言 え よ う.
mリ ュツォーホルム湾沿岸調査
海底 地形,沿 岸湖 沼,地 質 調 査 を中 心 に,延 べ2,000
㎞,約80日 間 に わ た り,昭 和 基 地 周 辺 の 沿 岸 調 査 を 実 施
した.な か で も,1,226点の海 底 測 深 を行 い,リ ュ ッ ォー
ホ ル ム 湾 内 の海 底 地 形 図 を完 成 させ た.そ の 結 果,湾 内
に 多数 の海 底 氷 蝕 谷 ・水 蝕 盆 地 が 発 見 され,過 去 の 氷河
流 の方 向,規 模 が明 らか に な った,な か で も,最 も大 き
い海 底 氷 蝕 谷 は,昭 和 基 地 の南 方 約70㎞の所 に あ る テ ー
レン氷 河 の 前面 に あ り,艮 さ約50㎞,隠 約IOkUで,深さ
海氷に穴をあけ海底測深(沿 岸調査)
1,150mに達 す る もの で,南 極 で 今 まで に 見 つか っ てい
る もの の 中 で も,三 番 目に深 い 谷 で あ る.こ の氷 蝕 谷 の
存 在 が明 らか に な っ た こ とに よ り,昭 和 基 地 の 位 置 す る
リュ ツ ォー ホ ル ム湾 は,昔,現 在 よ りも,大 き く沖 合 に
張 り出 した大 陸 氷 に 埋 め つ くさ れ てお り,昭 和 基 地 の あ
る オ ン グル 島 も800・-1,30emの厚 さ の氷 の 下 に あ った も
の と考 え られ る とい う.
IV　南極大陸沿岸の湖沼の調査
昭和基地の大陸縁辺部はかな りの露探地域に恵まれ,
その中に幾つもの湖や池が存在 している.これらの湖沼
の成因と分布を調べるのが地球化学部門の主なテーマで
あった.担 当隊員は,組 織的調査を行 うため,約160点
の湖沼の水を集め,そ の含有化学成分の分析を行った.
それらの濃度 ・成分此等か ら,大きく分けて,三種類に
分けられることを確めた.すなわち,海水が取 り残 され
てできたもの,海水の飛まつなどにより化学成分が供給
されてできたもの,大陸氷が溶げてで きた もの,で あ
る.ま た,こ れらの湖沼は,地 理的条件,気象条件,生
成年代によりどのように変化 してきたかなどにも興味あ
る資料を得た.南極とい う特殊な地域での湖沼学に大き
な知見を与えたと言えよう.
Vホ ルモ ン分 泌
南極の越冬生活のように文明社会から隔離 さ れ た場
合,隊員は心身ともにいささか鈍くなる.い わゆる"南
極ボケ"に なると言われ てい る.また,一年越冬する
と,寒冷に慣れ,マ イナス10度くらいでも,ジ ャンパー
一枚で,屋外で行動できるようになる.このような隊員
の"南極ボケ"寒冷 じゅん化をホルモン分泌の面から捕
えようとしたのが,医 学部門の研究であった.隊員30名
全員が,血 液と尿,呼 吸ガスを資料として提供,医 学担
当隊員が,ホ ルモンの分析を行った,そ の結果,あ る種
のホルモンの分泌傾向に,越 冬前と後では,明 らかな差
が認められ,こ れらが,ボ ケとじゅ化の機構に寄与 して
いるのではないかとの興味ある結果が得 られた.詳細な
チェックは現在分析中であるが,南極越冬とい う特殊な
条件下にある多数の人員のホルモン分泌を調査された例
はないとのこと,成果が期待される.
VI　大型雪上 車KD60型 ・現地オーバー ・
ホール
この数年米,昭 和基地の位置する リュツォーホルム湾
の海氷は厚 く,砕氷船"ふ じ"の昭和基地接岸を阻んで
いる.ふじから基地への観測,設営資材の搬入は20～30マ
イル離れた地点からすぺてヘ リコプターにより行われ,
運べる最大重量物は約2ト ン,それより重いものは,残
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大 型 雪 上車KD60(オ ー バ ー ホ ー ル 作 桀)
念 な が ら基 地 搬 入 を断 念 せ ざる を 得 な い の が現 状 で あ っ
た.こ の よ うな 蚕 篭物 で,観 測 隊 が 是非 と も必'提と す る
もの は,大 型 雪.ヒ車 で あ る.こ の τ狂は,巫 さ7ト ン,全
長5.6m,幅2,7m,御 存 知 の 第9次 越 冬隊 の極 点 旅 行
で 主 役 を 果た した 雪 上 車 で あ る,第14次 隊 も,先 に述 べ
た よ うに,数 多 くの内 陸 旅 行 隊 を 送 り出 す 任務 を持 っ て
い た,こ の 長 期 に 及 ぶ 内 陸旅 行 で,大 型 雪 上 車は 不 可 欠
で,そ の ため の 方 策 と して考 え られ た の が,現 地 ・昭 和
基 地 に お け る大 型 雪 上車 の オー バ ー ・ホ ー ル(改 造)で
あ る.こ の 改 造 は,使 用 し古 され た 雪 上車,例 え ば,6
年 前 の 極 点 旅 行 に 実 際 に 使 用 され た 車 を本 体 の み を残 し
て エ ン ジ ン,シ ャフ ト,キ ャ タ ピ.ラな ど,残 りは す べ て
新 品 に 取 り換 え,新TIC同様 に 改 造 しよ う とい う もの で あ
る.こ の作 業 は,約45日 で2台 の 雪 ・i,1.*Lのオ ー バ ー ・
ホ ー ル を完 成 させ た.そ の 間,外 気 温 は 一40～-30度,
作 業 場 の 中 で も,時 に は 一10度を.ドる寒 さの 中 で 作.業は
進 め ら れた.作 樂す る も の:は不 自由 な 防 寒 服 に 身 を 固
め,軍 手 を した指 先 は,と きに冷 た さに凍 え て しま う.
設 備 の整 った 日本 内 地 の 工場 とは 違 い,田∫の 修理 工場}呈
度 の 設 備 しか な い 狭 い 作 業場 で あ る.さ ま ざ まの工 夫 で
不 足 な 設 備 を補 い,エ ン ジ ンの 乗 せ 換 え,キ ャタ ピラ の
交 換 な ど重 量 物 を扱 う作 業 が行 わ れ た,専 門 家 と言 え る
の は,機 械 担 当 隊員 の み,後 は 手助 け す る ず ぶ の素 人 と
い え る内陸 旅 行 に赴 く科 学者 隊 員 で あ る..自分:た ち の
車,こ の 雪 上 車 が動 か な い限 り,自 分 た ち の 内陸 旅 行 の
成 果 は お ぼ つ か な い とい う気 持 ち が,機 械 担 当隊 員 を心
か ら助 け,つ い に2台 の雪 上trEのオ ー バ ー ・ホ ー ル完 成
に こ ぎ つけ た とい っ て よい,過 去10数年 の歴 史 あ る 南極
観 測 隊 で あ るが,現 地 で 大型 雪 上車 の オ ー バ ～ ・ホ ー ル
Pい どん だ の は14次越 冬隊 が初 め て で あ っ た.
VII　昭和基地の温室 ・キ ュウ リの収獲
最 近 の 食 品冷 凍 技 術 の進 歩 と昭 和 基 地 の 冷 凍 設 備 の 充
実 の お か げ で越 冬隊 員 の 食事 は 昔 に比 べ て飛 躍 的 に 改 善
され て きて い る.ほ と ん ど内地 の食 〒拝と差 が ない と 「絞
るほ どで あ る.し か し,唯 一 恵 ま れぬ もの と して は,保
存 の きか ぬ 新鮮 な野 菜 と果物 で あ る.そ れ を い さ さか で
も,補 え た ら と考 え,14次隊 で は 新 たに 昭 和 基 地 に 温 室
を 作 った.恐 ら く,南 極 の温 室 と して は 最 初 の もの で あ
ろ う.広 さ6m「,天 井 の高 さ2m,高 床式 構 造 で,型
は い さ さか 不 細 工で は あ る が,保 温 効 果 の 良 い三 重 ガ ラ
スの 総 ガ ラ ス張 り,し か も,太 陽 光 の少 な い と きに は 温
風 を送 り,常 時25度に 保 た れ る よ う設 計 さ れ てい る.温
室 内 の 室 内温 度,水,電 気 の 調節 は す べ て外 部か ら行 え
る,小 さい な が らも本 格 的 な温 室 で あ る.栽 培 種 目は,
小 松 菜,み つ ば,二 十i.1大根,キ ュ ウ リ,ナ ス,ト マ ト
と さ ま ざま,各 種 と も南 極 の弱 い太 陽 光 を精 一 杯 呼 吸 し
て,す くす く と順 調 に生 育 した,な か で も,キ.,.ウリは
背 の 伸 び と と もに,順 に 花 が咲 き,隊 員 が 人 工受 精 を行
い,順 に 実 を結 ん で 行 っ た.南 極 の春 を迎 え た11月初
旬 に は,長 さ30㎝,乖 さ4009と い う大 き な もの が 一・
度 に 数 本 得 られ た.小 松菜,二 十 日大 根,春 菊 な ど一 度
に2㎏ も取 れ た こ とが あ る.畑 の面 積4m2の 割 に は 大 き
な 収 穫 で あ っ た.こ れ で,南 極 に おけ る温 室 栽 培 と野 菜
の 畦産 化 の め どが つ き,越 冬生 活 をか な り艘 か な もの に
す る こ と とな ろ う.
(第14次越冬隊長 平沢威男 国立極地研究所助教授)
一策14次隊観 測 ロケ ・ソト実験経過概観一
南極昭和基地で超高層自然現象観測用のロケットを打
上げようと計画されたのは随分昔の事であると折に触れ
聞かされてきた.1968年昭和基地から南極点まで約2,500
一4一
極 地 研 ニ ュ ー ス
㎞ の 内陸 調 査 い わ ゆ る 「極 点 旅 行 」 が 完遂 され た.こ の
極 点 走 破 に よ って 昭 和 基 地 の 研 究 観 測 の重 点項 目は超1高
層 物 理 現 象 の観 測 へ と移 行 した
1970年2月10日,S-160JA型ロ ケ ッ トが 昭 和 基 地 の天
空 に 轟 音 す さ ま じ く突 き さ さ っ てい った.昭 和 基 地 の 長
い静 寂 の 歴 史 を破 っ て響 き渡 っ た この 轟 音 は,　EI本の南
極 ロケ ッ ト観 測 実 験 の 開 幕 を告 げ る 号 砲 で あ っ た.第12
次 隊(1971年)に 始 ま る冬 期 の 本 格 的 ロ ケ ッ ト観 測 は第
14次隊(1973年)ま で の3年 間,南 極 観 測 ロケ ッ ト第1
次 長 期 計 画 と して 実 施 され て き た.こ の 間 合計23基の観
測 ロケ ッ トが 昭 和 基 地 の 空 高 く打 上げ られ数 多 くの貴 重
な 記 録 を得 る こ とが で き た.南 極 の 観測 ロケ ッ ト実 験
で これ まで 使 用 され れ き た 飛 翔 体 は 東京 大学 宇 宙 航 空
研 究所 で 開発 され た シ ン グル型 ロケ ッ ト,S-160型とS-
210型の2種 類 で あ る.S-160型ロケ ッ トは 直 径160㎜,
長 さ3,900mm,重さ110㎏で,5㎏ 程 度 の観 測 計 器類 を搭
載 して 約90㎞の 高 さ まで到 達 す る飛 翔 性能 名 も ち,一 方
S-210型ロ ケ ッ トは直 径210㎜,長 さ5,200rm,重さ260
㎏ で,約20㎏ の観 測計 器類 を搭 載 して おお よ そ120㎞の
高 さ ま で 飛翔 す る能 力 を有 してい る.
ロケ ッ トに よる オ ー ロラ観 測 第1次 長 期 計 画 の最 終 年
度 を.担っ た第14次隊 ロケ ッ ト班 の 任 務 に は,過 去 の隊 次
が 得 た厳 寒地 に お け る ロケ ッ ト打 上 げ 技 術 お よび そ の
観 測 成 果 を充 分に 踏 ま え た うえで,よ り 濃密 な 観 測 ロ
ケ ッ ト実 験 を行 うこ と,南 極 ロ ケ ッ ト実験 オペ レー シ 。
ン技 術 を確 立 させ る こ と,ロ ケ ッ ト基地 閉 鎖 諸 作 業 お よ
び観 測 ロ ケ ッ ト実 験 再 開 へ の 見 通 しな どな どが あ った.
1972年7月,こ れ らの 任 務 を完遂 させ る た め に'F沢威 男
第14次越 冬隊 長 を実 験 総 括 責 任 者 と した強 力 メ ンバ ー で
第14次隊 の ロケ ッ ト班 が 編 成 され た.わ れ わ れ の 準 備 し
た 飛 翔 体 はS-210型ロ ケ ッ ト基 で あ っ た.7基 の ロケ ッ
トは従来の実験経過 ・結果を慎重に吟味 した上で,与 え
られた任務の一つであるキメの細かい観測をする為に表
1に示すような観測計画のもとに基数が振 り分 け られ
た.こ の観測計画はS-210型ロケットの1基 増加,テ レ
メーター受信装置チャンネル数の5チ ャンネル増加と相
倹って,搭載観測計器の形,電 気的性能その他全ての要
素を画一化 して集中的に一つの自然現象を捕えようとす
るロケット号機や,南 極の観測ロケットとしては全 く新
たにワイ ド・バンド・テレメーター使用によって,オー
ロラに伴なう自然雑音電波を観測 しようとするユニーク
なロケット号機の出現をみたことなどに大きな特徴をも
ていた.これらの特徴を最大限に活かすためにオペ レー
ション・サイ ドとしては,同じ搭載観測計器のロケ ット2
連射および大気球との同時観測などの実行計画を作成 し
た.しか しながら後者の大気球 との同時観測計画は実際
には極地におけるロケット打上げオペ レーションのむず
か しさから実行するに至らなかった.南極 ロケ ットオペ
レーンヨンのむずか しさは,電 離層条件(オ ーロラ出現
の可能性)と 気象条件,時 には月の出現具合いによって
大きく左右されることや,限 られたスモール ・メンバー
で限られた日数のうちに打上げ準備を整えることなどに
加えて,ロ ケットとオーロラを地上約100㎞の高さでラ
ンデブーさせること,つ まりオーロラの出現 ・動きを予
想 していつロケットの発射ボタンを押 させるべきかの判
断,そ のタイミングの捕え方などなどにある.
第14次隊 ロケット班の作業は,そ の年(1972年)既に
冬期のロケット実験に立派な成績を納めて帰国 していた
第12次隊 ロケット班から充分なア ドバイスを受けること
からはじまり,一方では当時越冬の真際中であった第13
次隊 ロケット班 と数多い電報の交換を繰返 し,あらゆる
情報の把握に努め注意すべき全ての要素を挿入 した綿密
表1.観 測 計 画 お よ び 担 当 者
研 究 題 目
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業も全 く順調な経過で7月 中旬に打上げスタンバイOK
の状態と し,19号機を7月15日に打上げ成功させた……
が,残 り1基は天候悪化とオーロラ活動衰退に打上げる
機会を得ず第14次隊 ロケット班 としては最も長い待機状
態 を経験することとなった.8月23日午前3時53分30秒
(現地時間)見 事に打上げの機会を捕え,最終号機18号
ロケットをオーロラの真只中に命中させて全てのロケッ
ト飛翔実験を成功裏に完了した.
第14次隊 ロケット班の観aV　Ptケット飛翔実験は,7基
のS-210JA型ロケットのフライ トを通 じて第1次 長期
計画の最終年度を飾るに相応 しい立派な観測結果の収得
と,南極 ロケットオペレーション技術の確立と,やがて
再開されるであろう観測ロケット第2次 長期計画への課
題とを得て,そ の任務の大半を無事完遂 して有終の美を
飾りながら幕を閉 じた.南極 ロケット第2次 長期計画の
開始が目前に迫った今,よ り多くの観測 ロケットが昭和
基地の上空に夜毎乱舞するオーロラ目掛けて再び飛翔す
ることを期待 している.
(鮎川 勝 ・国立極地研究所助手)
一第16次南極観測隊全員決まる一
すでに隊長,副 隊長および32名の隊員が決定 していた
が,残 る6名の隊員が8月9日 南極地域観測統合推進本
部で決定され,同 日発表された.こ れで総員40名全員が
決定 したことになる.
第16次隊40名(越冬隊30名,夏隊10名)は次のとおり
である.
㌣誇
,驚 ・ 噛
葦.1ぶ
轟搬
星合隊長
?
?
'
、_、
盤
吉田副隊長
越 冬 隊
担当部門 氏 名 所 属1備 考
隊 長 星 合 孝 男 国立極地研究所助教授 7次 夏,8次,11次 越 冬
気 象
酒 井 重 典 気象庁観測部南極観測事務室 10次越冬
沖 政 進 一 〃
召 田 成 美 〃
阪 本 孝 広 〃
地球 物 理 真 部 允 宏 国土地理院測地部
電 離 層 杉 内 英 敏 電波研究所電波部
測 地 中 条 賢 治 国土地理院測図部
超 高 層
小 宮 紀 旦 電波研究所通信機器部
近 江 文 好 電気通信大学助手
地 質 松 本 橿 夫 長崎大学教養部教授
地 理 林 正 久 広島大学文学部助手
地 球 化 学 安孫子 勤 室蘭工業大学工業化学科助手
生 物 清 水 寛 厚 鳥取大学教育学部助教授
医 学
市 丸 雄 平 九州大学温泉治療研究所助手
荒 木 攻 広島大学医学部附属病院助手
機 械
山 崎 克 亮 国立極地研究所事業部 いすy自 動車株式会社12次 越冬
山 本 明 〃 株式会社小松製作所
井 村 茂 和 金沢大学施設部
滝 川 清 国立極地研究所事業部 株式会社日立製作所
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担当部門 氏 名 所 属 備 考
通 信
伊 藤 智 国立極地研究所事業部 日本電信電話公社銚子無線送受信所
板 橋'芳 夫 〃 国際電信電話株式会社
高 岡 哲 夫 〃 日本電信電話公社銚子無線電報局
調 理
遠 藤 行 雄 〃 国際食品株式会社
渡 辺 久 好 〃 株式会社東条会館
医 療 関 口 令 安 〃 東京医科大学講師
航 空
永 田 五 郎 〃 日本フライングサービス株式会社
黒 木 正 男 〃 〃
設 営 一 般 船 木 実 〃
〃 嶋 田 康 夫 〃
夏 隊
担 当部門 氏 名 所 属 備 考
副 隊 長 吉 田 栄 夫 広島大学文学部教授 2次夏,4次,8次 越冬
海 洋化 学 陶 正 史 海上保安庁水路部
海 洋物 理 井 本 泰 司 〃
海 洋生 物 大 野 正 夫 高知大学文理学部附属臨海実験所助手
測 地 石 原 正 男 国土地理院測地部測地第2課
雪 氷 滝 沢 隆 俊 北海道大学低温科学研究所助手
生.物 中.`.`西.哲' 神戸大学教育学部教授
建 築 和 田 満 東京大学施設部
設営 一 般 黒 川 武 国立極地研究所事郷 縢 バブリ・クエンジニアリング株式会
〃 大田黒 正 道 〃|
一 出発準 備にいそ が しい第16次観 測隊一
11月25日(月)東京港出港を目前にひかえた第16次
観測隊は,研 究所の隊員事務室を本拠に最後の追込みに
忙殺されている.
各部門別の訓練も順調に進み,一 部の部門を除きすで
に終了し,.最後の調整段階に入った.!O月15日,16日に
は隊員全員が研究所に集合 し,出国のための諸手続きな
ど,最終的な打合せが行われた.
また,調達物資も続々納入され,梱 包作業 も忙が しく
船積みの準備に追われており,出港を前に時間きざみの
作業が星合隊長,吉 田副隊長の指揮のもとに進められて
いる.毎年のことながら,あわただ しい日日である.
一 ドライバ レー掘削隔査派遣隊員決 まる一
ドライバ レー地域に派遣する科学者4名 が8月9日 南
極地域観測統合推進本部で決定され,同 日発表された.
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日本,ア メリカ,ニ ュージーランド三国による国際共
同観測事業であるDVDP(ドライバレー掘削プロジェク
ト)は本年が3年 計画の最後の年にあたる.南極大陸に
穴をあけて地学調査を行なうとい う同計画に,一 昨年,
昨年 とも日本か ら数名の科学者が参加 してきた.昭 和基
地の反対側,ロ ス海に面 した ドライバ レーや活火山エル
ブスのあるロス島で,数100mから2㎞のボ 　ーbJングが
計画され,実施されている.
同計画に参加する日本側の体制は,昨年以後極地研究
所が責任をもつこ とに な り,永田所長を研究代表者 と
し,各分野から研究参加者をつのっている.
本年派遣 される科学者は次のとおりである。
神沼克伊(国 立極地研究所助教授):地 球物理担当
倉沢 一(工 業技術院地質調査所):地 球化学担当
西山 孝(京 都大学工学部助手):岩 石学,X線 回
折,薄 片作製
、`
極 地 研 ニ ュ ー ス
加藤喜久雄(名 古屋大学水圏科学研究所助手):地 球
化学担当
西山,加 藤両隊員は10月15E{に出発,神 沼,倉 沢両隊
員は12月9日出発の予定である.
一"ふ じ"の 現 況 一
第15次航で機関部の老朽化により頻発 した故障に対処
して,第1及 び第4号 主機のオーバーホール,発電機 ・
電動機の修理の他,右 舷プロペラの換装,エ レベーター
・クレーン等荷役機械の補修が実施された.また港湾汚
染防止のため汚物処理装置の2系統が設置され,9月 中
旬にはすべての修理が完了した.ま た人型ヘリコプター
S61型新鋭機が83号機 として第7次 以来活躍 した81号機
と交替 した.す でに2名 の乗員を除 く交替 した乗組員も
森田船長のもとに9月 中旬か ら慣熟訓練に励んでいる.
10月1日からは第16次航の主機となる第2・ 第3号 機
のシリンダーヘ ッドの交換のため,例 年のような内地巡
航は堺港(10月19日),清水港(10月22B)への回航に
とどめ,機 関 ・船体 ・航海 ・航法機器の整備と乗組員の
訓練に総力をあげ,第16次航の任務達成に遺ろう無きを
期 している.
観測隊員の船上訓練 も,海上航行にあわせ着々と実施
するかたわら,星合第16次隊長 と森田艦長の間で第16次
航の作戦計画がねられている.ふ じは10月末より横須賀
で艦側物資の積荷を開始 し,11月14日は晴海に回航 し,
隊側物資約500屯の積載を終了 し,同月25日の出港にそ
なえ,艦長以下総員は第16次航の成功のため夜を日につ
ぐ準備に忙殺されている.
国 際 会 議 報 告
一 ドライバ レー掘削計画 セミナ ー一
南 極 ビ ク トリア ラ ン ドの ドラ イバ レー地 域 で は 日本,
ア メ リカ,ニ ュー ジー ラ ン ド3国 共 同 で　「Dry　Valley
Drilling　Project　(DVDP)」　とい う研 究 が進 め られ て い
る.現 地 で の 掘 削 は 夏(南 極 の)に 行 わ れ,1973/74年
夏 に は わ が 国 か ら8名(国 費 に よ る者2名)が 参 加 し,
1974/75年夏 は 最 終 年 度 で25%程 度 の 掘削 作業 が 残 さ れ
て い る.こ の研 究 に よ っ て南 極 の 地 史 が明 らか に さ れ る
日は 近 い.
こ の よ うな現 況か ら,研 究 の 中 間 発 表 と将来 の 計 画 の
検 討 を兼 ね た セ ミナ ー の開 催 が 関 係 者 か ら強 く要 望 され
た.こ の た め去 る5月29日 か ら31日まで 米 国 ワ シン トン
州 シア トル市 で第1回 の:DVDPセ ミナ ーが 開 か れ た.
セ ミナ ー は 日米 科学 協 力事 業 わ が 国 は 日本 学 術 振 興 会 が
担 当 に よる もの で アメ リカ側 の提 案者 は ノー ザ ンイ リ ノ
イ 大学 のL.　D.　McGinnis教授,わ が 国 は 千葉 工 業 大
学の鳥居鉄也教授である.わ が国からの出席者はつぎの
10名である:永 田武(極 地研),鳥居鉄也(干 葉工大),
楠宏(極地研),中井信之(名 古屋大),倉沢一(地 質調
'査所)
,吉 田栄夫(広 島大),綿稜邦彦(東 大),中尾欣
四郎(北 大),由佐悠起(京 大),森川日出貴(東京工大),
二=一 ジーラン ドか ら も8名参加 し,総計57名であっ
た.
セ ミナーは各国の担当機関か ら研究計画の概要につい
て発表があり,続いて地球物理,湖 沼,岩 石,環 境など
の専門分野の発表や総合報告など総計38の報告があっ
た.さ らに1974/75年度の掘削計画の打合せを行 い,盛
会裏に終了した.参考のためにわが国からの報告の表題
を示 しておく.
永田
楠
武:　Japanese　program　on　earth　sciences
　 　 in　Antarctica
宏:Japanese　programs　planned「in　the
　 　McMurde　Sound　region
中 尾 欣 四 郎:　Electrical　resistivity　s udies　at　DVDP
　　　　　　　　 drilaing　sites
由 佐 悠 起:The　 heat　Jbalance　and　thermal　stru.
　　　　　　 　　cture　of　Lake　Vanda
中 井 信 之:　Stable　isotope　studies　of　the　salts,
　 　 　 　 　 　 water　and　ice　from　Ross　Island　core
　 　 　 　 　 　 and　Lake　Vanda
鳥 居 鉄 也,山 県 登,中 谷 周:　Distribution　of　the　nu-
　 　 　 　 　 　 trient　matters　in　the　saline　lakes　of
　 　 　　 　 　 　the　Dry　Valleys
森 川H出 費,小 坂 丈 予:　The　distribution　f secon.
　 　 　 　 　 　 dary　minerals　at　Lake　Vanda
倉 沢 一:　Strontium　isotope　studies　ef　the　Ross
　　　　　　　　　Island　volcanics
錦 秋 邦 彦,森 川 日 出 貴:Geochemical　 aspects　of
　 　 　 　 　 　 various　minerals　at　Lake　Vida
吉 田 栄 夫:DVDP　 and　some　asp㏄ts　of　'Antarctic
　 　 　 　 　 　 geomorphology
(楠宏 ・雪 氷 学 研 究 部 門)
一第3回SCAR南 極 生物 シンポジ ュームー
「南極 生 態 系 にお け る適 応 」 とい う標 題 の も と,南 極
研 究 科 学 委 員 会(SCAR)　と国 際 生 物 科 学 連 合(SCOR)
の 共 催 で 第3回 南 極 生 物 シ ンポ ジ ュー ムが ワ シ ン トンの
科 学 ア カ デ ミーの 講 堂 で 開 か れ た.1974年8月25日か ら
31日まで の7日 の うち,正 味5日 間,次 の よ うな項 目 に
つ い て発 表 ・討 論 が 行 わ れ た.
(1)海 洋 生 態 系 の 構 造 と機 能.(ll),淡水及 び 陸 上
生 態 系 の構 造 と機 能.(m)南 極 生 態 系 の 発 達 と進 化((1),
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淡 水 及 び陸 ⊥ 生 態 系 の古 生 物 学.② 南 極海 洋 生態 系 の進
化).(1V),生 態 系 の数 値 解析,モ デ リン グ,モ ニ タ リ
ング,マ ネ ー ジメ ン ト,((i},南極 生 態 系 の 構 造 と機能
か らみ た 汚惑 ・人 間 の妨 害 の 影 響.② 南極 生 態 系 の 概 念
の中 で の生 物 資 源 の取 扱 い)
読 ま れ た論 文 数 は71,そ の うち海 洋 に 関 す る もの52,
陸 上 及 び淡 水 に 関 す る論 文18,一 般 的 な もの1,に 分 け
られ る.海 の研 究 は 特 に ア メ リカ勢 が 多 く,陸 上1の 動
植 物 の研 究 は イ ギ リスが 伝 統 的 に 強 い こ とが 印 象 に残 っ
て い る.発 表 もア メ リカ,イ ギ リス,フ ラ ンス が 多 か っ
た.5日 間 の研 究 発 表 の 中 か ら シ ン ポ ジ=一 ム を 概観 し
てみ よ う.
海 洋生 物 の研 究 は す ぐれ た も のが 多 い が,特 に 寒冷 に
対 す る適 応 の問 題 に対 して,生 理 学 的 手法 例 え ば 魚 の血
液 の過 冷 却 の問 題 を と り一ヒげ た論 文 が 注 目を ひ い た,招
待 論 文 の 中 に南 極 の材 料 を使 わ ない で も特 に 発 表 が あ っ
た こと は南 極 生 物 学 研 究 に 対 す る ア ブ ・ 一 チの 一 つ の 方
向性 を示 唆 す る も の と して 興 味 あ る こ とで あ っ た.フ ラ
ンス の ア ル ナ ウ,ア メ リカの ウ ミンガ ー な ど若 い 研究 者
の仕 事 が 注 目さ れ た.
海 と い っ て も底 生 生 物 か ら ア ザ ラ シ,ペ ンギ ンに至 る
まで 広 い範 囲 の研 究 があ るが,や は り一 朝 一 夕 に で きる
もので は な く,各 国 の持 つ 独 自の 条 件 の 上 に こつ こつ と
積 み 上 げ て き た伝 統 の上 に 築 か れ て い る もの で あ っ た.
日本 の海 洋生 物 の研 究 も と こ ろ ど ころ に 引 用 され て い る
こ とは 嬉 しい こ と で あ った し,地 道 な 研究 を怠 っ て は な
らな い と,思っ た.
海 の動 物 の習 性 を追 い か け る仕tli:は,寒冷 な環 境 の中
では 厳 しく,忍 耐 の い る仕 事 で ある が,若 い ニ ュー ジー
ラ ン ドの ス プ アが ア デ リー ペ ン ギ ンの個 体 識 別 に よ る生
活史 を丹 念 に追 い か げ,巣 に お け る 生 態 を分 析 した研 究
を評 価 した い.他 に もア ザ ラ シな どの 観察 も興味 あ る も
のが い くつ か あ った,
陸 上 の 植 物 に つ い て は イ ギ リス勢 の研 究 が 目立 っ て い
る.シ グ ニ ー島,サ ウ ス ジ ョー ジや 島,ア メ リカ のパ ー
マ基 地 な どは 陥1二生物 の研 究 の拠 点 とな っ て い る.カ ナ
ダの ロ ン トン も これ らの 地域 で研 究 を進 め た人 だ が,世
界 共 通 種 の ギ ン ゴケ の 茎 や プ ロ トネ ー マ な ど を各 種 温 度
条 件 で 培 養 し,南 極産 とカ ナ ダ産 の比 較 検 討 を行 っ た こ
とは 興 味 あ る こ とで あ っ た.イ ギ リス勢 の 植 物 研 究 に 比
し,ア メ リカ か らの陸 上植 物 研 究 が 少 い こ とは 淋 しい 気
が した.
陸.1:の動物 と い っ て も大 型 の もの は 全 くい な い の で,
トビム シや ダ ニ,コ ケ の水 の中 な どに 棲 ん で い る ワム
シ,セ ンチ=ウ な どの 微 小 動 物 の 研 究 は 数 ζF前の ア メ リ
カ勢 の 活 躍 した と きの お もか げ は な い.対 象 物 の大 き さ
が 小 さ く,新 しい研 究 に 立 向 うた め に は 良 い 方法 や想 着
ユ ー ス
が必'要な領 域 だ け に,私 も含 め3～4人 が そ れ を求 め よ
う と して い る兆 が み え た のは 嬉 しか っ た.淡 水 の 生物 の
研 究 も少 な い.各 国 と も基 地 の近 くに 恰好 な 池 の 少 い こ
と もあ ろ うが,生 態 学 的 な 本格 的 研 究 の また れ る分野 で
あ ろ う.
生 態 系 の発 達 と進 化 に つ い て,ア メ リカの ウ コ リ一 二
が土 壌 生 態 学 的 立 場 か ら南 極 土壌 環 境 を系 列 整 理 し た
り,ニ ュー ジー ラ ン ドの ノ ック スは 南 大 洋 全域 の 多 毛類
の ぼ う大 な資 料 を も とに コ ン ビ..一ター を駆 使 し,そ の
分 布 と進 化 を論 じた.最 終 日に は ア メ リカの カ メ ロ ンな
どは南 極 地 域 が 生 物 環 境 と して地 球 一ヒで どの よ うな位 置
に あ る か を図 示 し,ア ル ゼ ン チ ンの トモ は オ キ ア ミの 資
源 量 を推 定 した.南 極 観 測 が 始 って10数年 を 経 過 し,よ
うや く,数 値 解 析,モ デ リングな どの 研 究 が 現 れ た の は
興味 あ る こ とで あ っ た.わ が 国 か らの 出 席 者 は,西 脇 昌
治(東 大 海 洋研 究 所 教 授)と 松 田達 郎(極 地 研 究 所 教授)
の2名 で あ る.
ア メ リカ 合衆[國 「科 学 ア カ デ ミー」
(松田達郎 ・生理生態学研究部門)
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JARE　Data　Reports,　No,　24　(Ionosphere)
　 　 Riometer　Records　of　30　MHz　Cosmic　Noise
　 　 at　Syowa　Station,　Antarctica　in　l973.
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 September　1974.
極 地 研 ニ ュ ー ス
外 国観 測基地 の紹 介
マーテ ラジョージナや基地(ソ連)一
新 南露 岩 か ら東 へ大 陸 沿 岸 地 域 の 氷状 調 査 を した時,
東 経46度付近 の露 岸に ソ連 基 地 が あ る こ と を知 った の は
1962年2月9日 の こ とで あ っ た。S58ヘ リコ プ タ ーで 着
地 して 見 れば,マ ラ ジ.一 ジナ や基 地 建 設 の 予 備 行動 を
実 施 して い た ソ連 隊 で あ っ た。 仮 建 築 が 荒 涼 と した露 岸
地 帯 に点 在 してい た 当時 を偲 ぶ す べ も ない 変 ぼ う を,
1973年2月12日,第7次 隊1966年に ・つ ぐ3度 目の 同基 地
訪 問 で 私 は 見 た 。 今 や ソ連 が 南 極 に もつ ミル ニ ィ,ボ ス
トー ク,レ ニ ン グ ラー ドス カヤ,ノ ボ ラザ レフ ス カ ヤ ,
ペ リン グハ ウ ゼ ン各 基 地 とは 一 段 格 が 上 とい っ た感 じの
マ ラ ジ ョー ジナ や気 象 セ ン ター と して,米 国 の マ ク マ ー
● ・基地・比肩・・南極・大基地・な・て・・… み・そ
の地点は南緯67度40分,東経45度51分,高度40.4米,昭
和基地の東北東約290粁にあたる最も近い外国基地であ
る。
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南 に 迫 る南 極 大陸 の氷 河 をさ さ え る よ うな 岩峰 の ふ も
と,ひ ろぴ う とひ ろ が る な だ らか な露 岩地 域 に展 開 さ れ
た 大 基 地 に,空 か ら訪 れ た 私 は 目 を見は っ た。 毎 年 オ ビ
号 が 文 字 どお り横 づ け も し,荷 揚 げ す る天 然 の岸 壁 の後
方 に は,燃 料 タ ンクが 群 立 して い た。 そ れ もそ のは ず,
貯 油 能 力 は3,000屯,そ の 他 に航 空燃 料2,000屯を貯 備
で き る施 設 は,ソ 連 南 極 活動 の 安 め を如 実 に 示 す も の で
あ る。 青,赤,黄 と色 もあ ざや か な高 床 式建 築 が,ポ ツ
ン ポ ツ ンと点 在 して,司昭和 基地 の よ うな せ せ こま しさ の
ない 基 地 上 空 を一 周 した。 南 側,滑 走 路 へ とせ りあ が る
斜 面 に は,気 象 ロケ ッ ト発射 台 へ と ロケ ッ ト運 搬 用 モ ノ
レー ル が一 際 目立 つ 新 しい 施 設 で あ った 。 基 地 か らの 指
示 に した が い,林 立 す る ア ン テナ をか す め て ヘ リポ ー ト
に 着 陸 す れ ば,一 様 に ウ シ ャ ンカ に皮 ジ ャ ンパ ー,皮 ズ
ボ ンに 皮長 靴 の隊 員 に とえは た え と取 囲 ま れ た。 唇,舌
を除 く全 身 を用 い る ソ連 隊 との 交歓 は,ヘ リの ダ ウ ン ウ
ォ ッ シ ュ を浴 び な が ら早 く も始 ま った 。19次隊 長 マ ク ス
ドブ,同 マ ラ ジ ョー ジナ や気 象 セ ンタ ー長 イ グナ トフ両
博 士 は 折 あ し く ミル ニ ィに あ って,18次 の セ ン コ隊 長 か
ら幹 部 の 紹 介 を うけ た 。垢 ぬ け した数 人 の隊 員 は果 して
ボー ラ ン ドか らの 夏隊 員 で,18次隊 に は モ ンゴ ー ルの 気
象 学 者 も数 人 の東 独 隊 員 と共 に 越 冬 した そ うだ 。
何 は と もあ れ 乾 杯 と招 き入 れ られ た隊 長 室 。 キ ャ ビヤ
に ウ ゥ ッ カで 歓 談 は つ づ く。 副 隊 長 づ らで 悠 然 と控 え る
コ ック さ んは 座 っ た ま ま「肴 が な く な った 」と 目 くば せ す
れば,隊 長 が パ ン トリーか ら酒 肴 をそ ろ え て テー ブ ル を
賑 わ す の も愉 しい 。94人の越 冬隊 は 気象 ・超 高 層物 理 ・雪
氷 ・生 物 ・生 理 な ど を,320キロの発 動 発 電 機3基,20キ ロ
の 送 信 機,ミ ン ク ス32電算機 が 完 備 した ミル ニ ィに と っ
てか わ った ソ連 南極 活 動 の 中心 基 地 で研 究 してい る ので
あ る。 毎 水 曜 日に 打 つ 気 象 ロケ ッ トは93キロの平 均 高 度
を もつ2段 式MIOOで,8人 の隊 員 が担 当 して い る。ガ ラ
ス窓 を利 用 して,キ ュウ リを栽 培 して い る電 算 室 の コ ン
ピ ュー ター は,そ こ らの 大学 に も な い大 した もの だ と知
る 人 は驚 い て い た。 何 しろ来 年 か らマ ダガ ス カル を中 継
地 と して4発機 の乗 入 れ を計 画 して い る大 基 地 を見 て は,
隣 りの影 が うす く感 じた の もひが み ば か りで は な い 。
越 冬 した オ ビ号に か わ り.ヴ ィー ゼ教 授 号 以 下6隻 の
船 隊 を動 員 した19次隊 は今 年 は ミル ニ ィとペ リング ハ ウ
ゼ ン両 基 地 に2,000屯ずつ の燃 料 を補 給 して い るそ うだ。
IL14を4機,AN2を2機,MA8ヘ リを4機 もつ飛 行 隊
は92人の 隊 員 を擁 して い る。 ミル ニ ィに53人,ボ ス トー
クに23人,ノポ ラザ レフ ス カヤ に26人,べ1)ングハ ウゼ ン
に23人,レ ニ ング ラ ー ドス カヤ に15人の越 冬隊 を配 す る
19次隊 の 全ぼ うは,と て もマ ラ ジ ョー ジナ ヤで は うか が
い 知 れ な い 規 模 で あ る。 この 基 地 は,隊 長 以'ド気 象27人,
物 理10人,医 者2人,通 信20人,機 械7人,運 転 手6人,
コ ック3人,そ の 他18人とい うが ,夏 隊 員 を加 え て も人
影 も まば らで 大 味 な ソ連基 地 で あ る。 昭 和 基 地 で 散 らか
り放 だい お 世 辞 に も清 潔 とは 云 え な い観 測 室 を見 て来 た
私 に は,「 健 保 お 断 り」 の 日本 の病 院 に も 見 られ な い清
潔 で 明 るい 病 室 ・手 術 室 また 生 理 学研 究 室 には 驚 と く同
時 に,　rl本人 の体 質 を妙 な と ころ で 感 じた ので あ っ た。
(村山雅美 ・国立極地研究所次長)
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ーペ ンギンの国訪問記一
この本は著者が第13次南極観測隊の生物担当隊員とし
て南極を訪れたときの記録である.南極について書いた
本はいろいろとあるが,こ の本は 「あとがき」にもある
ようにペンギン.を主役に した子供のための本である.と
はいってもデパー トの食堂のお子様 ランチとは違ってか
なり高度な内容をもっている.
この本はオース トラリアのフリーマントルを出発する
ところか ら,氷海をぬけてケープ ・タウンへ向うところ
まで時間を追って記されている.南極へ向 う航海中にみ
られる様々な海鳥も詳 しく観察され,ま た南極での野外
調査やそこでの生活など南極観測隊の行動 もわか り易 く
述べられている.後 半では実際に野外で観察 したペンギ
ンの生態が記されており,ヒナの成長を表にまとめてわ
かり易く示 してある.ま たペンギンのいろいろな様子や
そのほかたくさんの絵があって楽 しい本である.
〔青柳昌宏著1974年紀元社発行〕
(大山佳邦 ・国立極地研究所助手 生理生態学研究部
門)
一氷河と岩と森の国一
「オーイ,ど こかへ行 こう」か ら始まって,言語に絶
する厳 しい気象条件の僻遠の地,パ タゴニアへ氷河を,
岩を,森 を求めて4回 にわたる遠征を成 しとげた記録で
ある.オ ムニバス調に纏められているために少 し読みづ
らくはあるが,最 後の行に筆者の名前を発見 しては,そ
の人物像の理解を深め親 しみを覚える,ご く平易な文章
で書かれてお り,ところどころ文章の流れの止んだ箇所
では若い自然科学者として,ま た探検家 としてこの地の
涯の自然の中で求めてやまぬものへの情熱を文字では言
い表わせぬ姿がひ しひ しと感 じとれるのである.パ タゴ
ニアの紀行文でもあり,地質,植 生,氷河などの調査結
果が専門的に書かれ貴重な資料ともなるであろ う,がそ
れ以上に今日規格化する人間社会の中で未知なる地への
遠征から,・烈・・然・そ・曲 人・・の・一 マ・ ●
なふれあいを通 じて人間性の発見と筆者 らの経験豊かな
人間へと生長 していく歴史の書で もある.観光企業のセ
ット旅行に飽き足 りない人達には是非一一読 していただき
たい本である.
〔1974年北大パタゴニや計画委員会編北海道大学図書刊
行会発行〕
(西尾文彦 ・国立極地研究所助手雪氷学研究部門)
〔極地豆辞典〕
ペ ンギ ン
ア デ リー ペ ンギ ンの一 家
南 極 の 生 物 とい うとす ぐに ペ ン ギ ン とい わ れ る.た し
ミかにあの雪や氷の11堺を歩きまわり,大変な数の集団を
作って営巣 しているみごとな光景からすれば南極を代表
する動物 といって間違いないだろう.
現在ペンギンの仲間には6属,17種が知 られ て い る
が,全 て南半球に限られ,化石も中新世以来南半球か ら
のみ知られている.だが南極圏に分布 しているものはこ
れらのうち以下の4種類にすぎない.
エンペラーベンギン アデ リーペンギン オンジュン
4り
ベンギン ヒゲペンギン
エンペラーペンギンはペンギンの仲間では最も大きく,
冬に南極で ヒナを育てる.ア デリーペンギンは昭和基地
の周辺で見られ,ヒ ゲペンギンは南極半島.オ ンジュン
ペンギンも南極半助や亜南極圏の島々に分布 している.
その他の種類は亜南極圏の島 々,ア フリカ南端,南 米の
南端から太平洋を北上 して赤道直下のガラパゴス島,ニ
ュージーランド,オーストラリアの東南端などに分布 し
ている.
こうみてくるとペンギンを特に南極の生物であると強
調するのはおか しいというかもしれない.で は別の観点
からペンギンと南極 との関係をみてみよう.南極大陸は
全て雪や氷におおわれているわけではなく,沿岸部の露
岩地帯などではコケ類,そ の他下等な植物が生育 してい
る.そ してこれらの植物に支えられてダニなどの節足動
物から原生動物までが棲息 している.南極大陸のように
つい最近まで氷におおわれていた所では植物の生育に必
要な栄養物が乏 しく,植物はペンギンの集団営巣地の近
くに しば しば見られる.す なわちペンギンの排出物がこ
れら植物に利用され,さ らにそれらによって下等な動物
が棲息 している.い ってみれば南極の陸上生物は大なり
小なりペンギンの恩恵をこうむっているのである.
向'」
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